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	応用
	抗原情報
	背景
	ホスファチジン酸生合成に関与するリゾホスファチジン酸アシルトランスフェラーゼ。ホスホリパーゼPNPLA2の活性化を介して、トリアシルグリセロールの細胞内貯蔵を制御する可能性がある。ケラチノサイトの分化に関与する。リゾホスファチジン酸へのアシル基の転移を触媒するコエンザイムA依存性リゾホスファチジン酸アシルトランスフェラーゼ（PubMed:18606822）。脂質受容体としては、1-オレオイルリゾホスファチジン酸、次いで1-パルミトイルリゾホスファチジン酸、1-ステアロイルリゾホスファチジン酸、および1-アラキドノイルリゾホスファチジン酸を優先的に機能する。アシル基供与体としては、アラキドノイルCoA、次いでオレオイルCoAを優先的に機能する（類似性による）。ホスファチジン酸生合成に機能する（PubMed:18606822）。ホスホリパーゼPNPLA2の活性化を介してトリアシルグリセロールの細胞内貯蔵を制御する可能性がある（PubMed:16679289）。ケラチノサイトの分化に関与する（PubMed:18832586）。脂肪滴の融合を制御する（類似性による）。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HepG2 細胞溶解物中の ABHD5 発現のウエスタン ブロット解析。

